
昭和 20 年 7 月 29 日の空襲で宇治
山田市（現伊勢市）内の約 6 割が
焼失した。

昭和23年開催の「平和博覧会」。
戦後初の博覧会は、約 55 万人
の人出で賑わった。

採り方は人それぞれ。先輩
たちに聞いて、技を見て、
学んでいます。

さまざまな漁の道具。
自分用に特注で作った
ものも。

大
おお

野
の

 愛
あい

子
こ

さん

鳥羽市

海女／フォトグラファー

昭 和 12 年 生 ま れ。
中学・高校教員を経
て伊勢高等学校で校
長に就任。伊勢市史
の編さんにも携わ
る。現在は「山田奉
行所記念館」の運営
委員長を務める。

辻
つ じ

村
む ら

 修
しゅう

一
い ち

さん
（伊勢市）

（取材日：2020年3月11日）

〈大野さん撮影〉

〈伊勢市提供〉

〈伊勢市提供〉
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世
代
を
超
え
て
伝
え
る

戦
後
75
年

　

今
年
は
終
戦
か
ら
75
年
の
節
目
の
年
で
す
。
県
内
で
は
戦
後
生
ま
れ
の
人
の
割
合
が

８
割
を
超
え
、
戦
争
を
実
体
験
と
し
て
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
が
年
々
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
戦
争
の
実
態
を
学
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
二
度

と
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
先
人
の
思
い
を
継
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

小
学
校
3
年
生
時
に
終
戦
を
迎
え
た
伊
勢
市
在
住
の
辻
村
修
一
さ
ん
に

当
時
の
体
験
や
社
会
の
よ
う
す
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

戦
争
の
現
実
と
平
和
の
大
切
さ

　県内の戦争遺品や広島平和記念資料館か
ら借用した「写真パネル」を展示します。

　県が保有する平和啓発資料などの展示や、学
校への貸し出しなどを行い、啓発活動を進めて
います。詳細は県ホームページをご覧ください。

　　	 8月4日（火）～16日（日） ※8月11日（火）は休館日
　	 県総合博物館（MieMu）3 階 学習交流スペース ほか
期間

場所

平和に関するパネル展 平和啓発資料の貸し出し (対象：学校・団体・市町)

自
由
が
な
い
戦
時
中
の
暮
ら
し

　
戦
時
中
と
現
在
の
暮
ら
し
を
比
べ
た
時

の
一
番
の
違
い
は
、
今
は
自
由
に
物
が
買

え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
時
は
戦
争
を

遂
行
す
る
た
め
に
、
国
が
人
を
動
員
し
、

ま
た
、
食
料
や
物
資
な
ど
を
管
理
す
る
体

制
で
し
た
。
お
米
を
は
じ
め
、
医
薬
品
、

魚
介
類
、
青
果
物
、
木
炭
、
衣
料
品
な
ど
、

生
活
に
必
要
な
す
べ
て
の
も
の
が
配
給
の

対
象
で
し
た
。
配
給
と
い
っ
て
も
無
料
で

は
な
く
、
お
金
と
政
府
か
ら
配
ら
れ
る
切

符
が
必
要
で
、
国
が
決
め
た
数
量
分
の
物

資
し
か
買
え
な
い
時
代
で
し
た
。

　
戦
争
が
厳
し
く
な
っ
て
、
徴
兵
で
人
が

ど
ん
ど
ん
い
な
く
な
る
と
、
今
で
い
う
中

学
生
や
高
校
生
も
「
学
徒
動
員
」
で
労
働

力
と
し
て
徴
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
ま
で
働
か
せ
な
い
と
国

が
仕
事
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
と
言

え
ま
す
。
お
米
の
配
給
も
、
不
足
分
が
麦
、

麦
か
ら
大
豆
の
カ
ス
や
と
う
も
ろ
こ
し
に

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
昭
和
20
年
8
月

15
日
の
終
戦
ま
で
、
口
に
す
る
も
の
が
な

い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
我
慢
す
れ
ば
何

と
か
な
っ
た
と
い
う
生
活
で
し
た
が
、
自

由
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

火
の
海
に
包
ま
れ
た
ま
ち
と
復
興

　
私
が
住
ん
で
い
た
宇
治
山
田
市
（
現

伊
勢
市
）
で
は
、
合
計
7
回
の
空
襲
が
あ

り
、
昭
和
20
年
7
月
29
日
の
7
回
目
の
空

襲
が
、
一
番
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
日
、
自
宅
の
防
空
壕
か
ら
2
キ
ロ
先

の
宮
川
の
河
川
敷
ま
で
逃
げ
た
の
で
す

が
、
堤
防
に
上
っ
て
振
り
返
る
と
、
ま
ち

が
火
の
海
に
な
っ
て
い
た
の
が
見
え
ま
し

た
。
落
ち
て
来
る
焼し
ょ
う
い
だ
ん

夷
弾
や
火
か
ら
逃
げ

る
途
中
す
ご
く
熱
か
っ
た
こ
と
、
河
川
敷

は
逃
げ
て
き
た
人
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
こ

と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
親
を
失
っ
た
人
の
比
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
空
襲
の
後
、
一
番
苦
し
か
っ
た
の
は
、

家
が
焼
け
て
何
も
か
も
な
く
な
っ
た
こ
と

で
す
。
家
が
残
っ
た
人
は
履
き
古
し
た
下

駄
や
、
古
い
物
に
し
ろ
、
着
る
服
も
あ
り

ま
す
。
家
を
焼
か
れ
た
人
に
は
何
に
も

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
終
戦
ま
も
な
く
は
配

給
の
体
制
も
整
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

食
べ
て
い
く
こ
と
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
文
房
具
な
ど
、
生
活
に
必
要
な

も
の
が
何
も
な
い
状
態
は
、
子
ど
も
な
が

ら
に
不
安
で
し
た
。

　
昭
和
23
年
に
は
配
給
の
統
制
も
順
次
解

除
さ
れ
、
徐
々
に
自
由
に
物
が
買
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
ち
の
復
興

の
た
め
に
人
を
呼
ぼ
う
と
、
平
和
博
覧
会

が
計
画
さ
れ
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る
前
売

券
や
集
団
見
合
い
な
ど
、
当
時
の
市
長
の

ア
イ
デ
ア
で
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
建
物
も
た
く
さ
ん

建
ち
始
め
、
人
が
き
ち
ん
と
生
活
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

戦
争
を
知
ら
な
い
皆
さ
ん
へ

　
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
の
人
た
ち
に
伝

え
た
い
の
は
、
戦
争
を
二
度
と
起
こ
さ
な

い
た
め
に
、
戦
争
の
事
実
を
正
し
く
知
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
な
ぜ
知
る
必
要
が
あ
る
か
。
そ
れ
は
、

人
は
物
事
を
判
断
す
る
時
、
自
分
の
記
憶

や
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
頼
り
に
判
断

を
下
す
か
ら
で
す
。
戦
時
中
は
情
報
が
操
作

さ
れ
て
い
て
、
後
か
ら
考
え
れ
ば
理
屈
に
合

わ
な
い
こ
と
に
も
、
言
わ
れ
た
と
お
り
に
取

り
組
む
風
潮
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
い
情

報
を
伝
え
、
得
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
と

と
も
に
、
歴
史
的
な
事
実
を
自
分
の
中
に
蓄

積
さ
せ
て
お
く
こ
と
で
、
物
事
を
判
断
す

る
時
、
ご
ま
か
さ
れ
ず
に
き
ち
ん
と
し
た

判
断
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
歴
史
的
な
事
例
に
普
段
か
ら
触
れ

る
機
会
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
8
月
は
、
戦
争
を
知
る
催
し
が
い
ろ
い

ろ
な
所
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
出

か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ホームページでは、戦争体験者インタビューがご視聴いただけます。

戦争体験朗読 CD ▼

る人がいなくなってしまう状況です。そのような
事態を回避するためにも、海女の仕事をしたいと
いう方がいれば、東京から移住し、海女の世界に
飛び込んだ自分の経験や海女の精神性について、伝
えたいと思います。
　そして、鳥羽の海の豊かさや海女文化、三重の

魅力を伝えることは、海女
でありフォトグラファーで
ある私の役目だと感じてい
るので、少しずつでも、写
真を通して地域を盛り上げ
ていきたいです。

豊かな三重の海と、海女文化を伝えていきたい豊かな三重の海と、海女文化を伝えていきたい

めざしていることは何ですか

お仕事の魅力について教えてください
　鳥羽市の石

い じ か

鏡町で、海女をしながらフォトグラ
ファーとしても活動しています。海女漁ではアワ
ビや海藻などを採っており、いつも持っているカメ
ラで、自分で採った海産物や海中の様子などを撮

影しています。海が好きで、
いろいろな地域の海を潜っ
てきましたが、鳥羽の海は
魚介や海藻が豊かで、まる
で森が広がっている感じで

す。ワカメやアカモ
ク、アラメなど、生
えてくる海藻が季節
で変わるため、海中
の景色で四季が感じ
られるんですよ。
　これは、海女の

東京都出身。鳥羽市地域おこし協力隊を経て石鏡町に定住。海女漁に携わりながら、写真撮影を通して海女や鳥羽の魅力を発信中。

　この海を守っていくことです。海女は一つの共
同体で、生活の中に漁があり、漁のルールを守る
ほか、漁の安全や大漁を祈願する行事を行うなど、
海女特有の精神性を通して海を大事にしています。
　昔は石鏡だけでも約300人の海女がいましたが、
今は 50 人ほどであり、現在海女をしている人た
ちがいなくなったら、海女文化や豊かな資源を守

みんなが地区ごとにきっ
ちり漁の期間や採取でき
る貝の大きさなどのルー
ルを決めて、海を守ると
いうことを古くからつな
いできた結果だと思って
います。海の恵みをいた

だいて暮らすというシンプルな生活ができるのは、
この海の豊かさのおかげです。

につながる、人や団体の取り組みを紹介します。

※県総合博物館の所蔵品は、「戦争と三重～子ども
たちが見た戦争～」として、8 月 30 日（日）まで３階 
企画展示室で展示中です。

三重県　平和啓発　貸出 検索

県では、平和の尊さや大切さを県民の皆さん、特に未来を担う若い世代に伝える機会づくりに取り組んでいます。

3 県政だより みえ　令和 2 年 8 月号

☎ 059・224・2009　 059・224・2069　 sensomu@pref.mie.lg.jp

☎ 059・224・2465　 059・224・2455　 koyou@pref.mie.lg.jp
☎ 059・224・2420　 059・224・2219　 chiiki@pref.mie.lg.jp

問
い
合
わ
せ
先

戦略企画部 戦略企画総務課
雇用経済部 雇用対策課

地域連携部 地域支援課

「学ぶ」・奨学金返還額の助成については

「働く」については

「暮らす」・移住支援金の支給については

学びの分野・特徴が魅力

　他校の特色ある授業を受講し、単位の取得
につなげられるとともに、他校の学生とも交
流できます。今年度は、8 校の約40 科目が
対象となっています。

県内の 14 高等教育機関では、それぞれの特徴を生かした取り組みを進めるとともに、県
と「高等教育コンソーシアムみえ」を組織して、より一層の魅力向上を図るため、単位互換制
度を活用した授業科目の開放や「三重創生ファンタジスタ」の養成などに取り組んでいます。

　「三重創生ファンタジスタ」とは、地域に深
く関心を持ち、主体的に活躍する人材のことで
す。座学だけでなく、地域に出向いて学ぶフィー
ルドワークなどを通じて、地域の課題を知り、
解決に向けて学んでいきます。

「単位互換制度」
他校の授業を受講し、単位を取得！

「三重創生ファンタジスタ」資格
三重を深く学べます！

大　学

●三重大学（津市）
 「三重の力を世界へ」を掲げ、地域に根差し、
国際社会の発展につながる人材を育成します。

●鈴鹿工業高等専門学校（鈴鹿市）
地域の発展に貢献でき、新たな社会を牽

けん
引
いん

す
る実践的・創造的技術者を育成します。

●津市立三重短期大学（津市）
栄養士資格や福祉心理、居住環境、法律経済
の学びから社会で活躍する人材を育成します。

●四日市大学（四日市市）
社会人としての実践力に加え、環境や情報、まちづ
くりを学び、地域貢献できる人材を育成します。

●鈴鹿大学短期大学部（鈴鹿市）
地域を支え活躍できる栄養士、栄養教諭、小
学校教員、幼稚園教諭、保育士を育成します。

●高田短期大学（津市）
高度な専門知識や技能・技術を備えた保育士・
オフィスワーカー・介護福祉士を育成します。

●鈴鹿医療科学大学（鈴鹿市）
知性と人間性を兼ね備えた医療・福祉のスペ
シャリストを育成します。

●県立看護大学（津市）
時代の医療ニーズに即して、地域の人々の健康
づくりに貢献する看護職を育成します。

●鳥羽商船高等専門学校（鳥羽市）
人間力にあふれた、創造性豊かで国際的に活
躍できる、高度な実践的技術者を育成します。

●近畿大学工業高等専門学校（名張市）
サイバーセキュリティ・AI・ロボティクスなど、
最新の高度技術者を育成します。

●ユマニテク短期大学（四日市市）
実践力を身につけた幼稚園教諭、保育士を育
成します。

●四日市看護医療大学（四日市市）
地域を支える保健師・助産師・看護師と臨床
検査技師・細胞検査士を育成します。

●鈴鹿大学（鈴鹿市）
新たな価値創造ができる人材、小学校教員、
幼稚園教諭、保育士、養護教諭を育成します。

●皇學館大学（伊勢市）
日本文化を基に、幅広い教養と豊かな人間性を
備えた、社会の中核を担う人材を育成します。

高等専門学校

短期大学

魅力１

魅力2

若
者
の
県
内
定
着
を
め
ざ
し
て

特 集

　
県
で
は
、若
者
の
県
内
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
「
学
ぶ
」「
働
く
」

「
暮
ら
す
」
の
３
つ
の
視
点
に
よ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

移住支援金を支給　最大 100 万円（単身は 60 万円）
マッチングサイトを通じて東京圏から移住・就職した人に、三重県への移住にかかる
費用を支援しています。

•東京 23 区の在住者または東京圏在住で 23 区への通勤者
　※在住期間などに条件があります

•マッチングサイトに移住支援金の対象として掲載された仕事に就いた方　など

　東京に相談窓口を常設しているほか、大阪・名古屋
でも定期的に移住相談デスクを実施しています。

　東京・大阪・名古屋で行う相談会や空き家バンク、県内の各市
町が実施している移住応援制度などの情報をお届けしています。

　就職活動中の若者に対して、相談から職業紹介まで一貫し
た支援を行っています。オンラインによる就職相談・模擬面
接も実施しています。

　県内には、働き方改革に積極的に取り組むなど、若者にとっ
て働きやすい企業がたくさんあります。そのような魅力ある県
内企業と県内で働きたい人とをつなぐため、企業の求人情報や、
インターンシップ情報の発信、WEB 企業説明会の開催などに
取り組んでいます。

学ぶ
暮 働
らす く

三重の若者定着の
取り組み

新たな価値創造ができる人材、小学校教員、
幼稚園教諭、保育士、養護教諭を育成します。

●
日本文化を基に、幅広い教養と豊かな人間性を
備えた、社会の中核を担う人材を育成します。

アプリを使って、知事にかざしてください。
知事からのメッセージが動画で見られます！

動画は令和２年9 月27 日 (日 )
まで視聴できます。

「学ぶ」「働く」「暮らす」の視点でめざす

希望がかない、選ばれる三重

移住に関する情報発信と
学生・既卒者への居住支援

県内企業への
就職・定着を支援

■ジョブカフェ「おしごと広場みえ」■移住相談窓口

■三重県移住・交流ポータルサイト「ええとこやんか三重」 ■ 県内企業の情報発信

条件や申請方法など、詳しくはホームページをご覧ください。

ええとこやんか三重 検索

みえ仕事マッチング 検索

三重県　移住支援金 検索

おしごと広場みえ 検索

三重県奨学金支援 検索

移住相談デスク
大阪 大阪ふるさと暮らし情報センター（シティプラザ大阪1階）／第２土曜日
 県関西事務所／原則奇数月第４火曜日（完全予約制）
名古屋 モンベル名古屋店内（ナディアパーク ロフト６階）／
 偶数月第３土曜日

ええとこやんか三重　移住相談センター
東京 ふるさと回帰支援センター内（東京交通会館８階）／火～日曜日
 ※移住相談アドバイザーと就職相談アドバイザーが常駐しています。

「みえ」の仕事マッチングサイトでは、県内企
業の求人情報のほか、インターンシップ情報や
イベント情報もご覧いただけます。

担当の方から
経験談も交えて
話してもらえ
楽しくお話
ができた

面接指導の中で
自分の弱点
について
的確に教え
てもらえた

自宅にいながら
気軽に相談でき
て良い！

奨学金※返還額を助成
「過疎地域など指定地域への居住」や「県内での居住および県内産業への就業」
などの条件を満たした場合、奨学金返還額の一部を助成します。

※ 日本学生支援機構第一種奨学金またはこれに準ずる奨学金

助成金額

対象

募集人数 募集期間

[ 学　生 ] 大学など在学中に借り入れた奨学金総額の 1／4（上限 100 万円）
[ 既卒者 ] 支援対象者として認定された時点の奨学金借入残額の1／4（上限100 万円）

[ 学　生 ] 大学などの在学生で就業先が決まっていない方
[ 既卒者 ] 大学など卒業後 3 年以内で就業先（三重県内）が決まっていない方
　　　　　※ U・I ターンとなる県外居住者が対象

40 人 令和 3 年 1月 29 日（金）まで 対
象

WEB 企業説明会のようす

移住支援金に関する詳細はこちらをご覧ください。
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